
55

神奈川県水産総合研究所内の海草藻場造成試験水槽内に

出現した環形動物多毛類

西 栄二郎*・工藤 孝浩**

Polychaetous Annelids in the aquarium that flourished seeds and seedlings of Zostera
in Kanagawa Prefectural Fisheries Research Institute.

*Eijiroh NISHI ・ **Takahiro KUDO

Abstract

We studied the possibility of the movements of polychaete worms associated with seagrass transplantations.
We studied Zostera bed polychaete fauna in the aquarium of Kanagawa Prefectural Fisheries Research
Institute, that aquarium flourished seeds and seedlings of Zostera. It is compared to original collection site of
Zostera bed, the Hashirimizu coast, Yokosuka City, and other seagrass communities. We supposed that
polychaete worms, particularly on seagrass meadows, were sometimes moved with the Zostera bed creations.

は じ め に

近年，アマモなどの海草の増殖・移植試験に多くの研

究者や研究機関が取り組んでいる(川崎ほか1），石飛ほか２）

工藤３）４）工藤ほか５）相生６）森田７））．その方法には種子

から苗を生産し，天然藻場に戻す試みや野外で採取した

苗または株を他所に移植する方法などがある．その造成

に伴って，藻場内の生物がアマモとともに移動する可能

性が考えられるが，その検討を行った研究例は皆無だと

思われる。筆者らは2000年より三浦半島小田和湾の藻場

の生物相，特に多毛類に着目して藻場内の多様性につい

て研究を行ってきた（西・工藤7））．また，横須賀市走水

海岸からアマモを採取し，種子や苗を生産し，横浜市野

島海岸や海の公園に移植する活動も併せて行ってきた

（工藤３）４）工藤ほか５））．今回，走水海岸のアマモ場内

の多毛類相と種子・苗の生産を行った城ヶ島の神奈川県

水産総合研究所（以下，水総研と略す）の海草藻場造成

試験水槽内で観察された多毛類について，種類組成を調

査したのでここに報告する。また，アマモを採集した横

須賀市走水海岸の多毛類相と比較することで，多毛類の

移動の可能性について考察した。

調査地と方法

アマモの種子を採集するために横須賀市走水海岸のア

マモ花枝が2003年５月と2004年５・６月に採集されてい

る（図１）。採集された6,800～10,000本の花枝は，水総

研の砂濾過海水を満たした１トン型活魚輸送水槽に収容

し，トラックで水総研内のＦＲＰ製屋外10トン水槽（５

ｍ×２ｍ，深さ１ｍ）２槽へ移送した。水槽には砂濾過

海水を掛け流して花枝を蓄養し，2003年７月と2004年７

月に水槽から熟成した種子を取り上げた。その種子選別

の際に水槽内で養成された種子群に付着していた多毛類

を選別し，水槽内の多毛類相とした。アマモ採集地の横

須賀市走水海岸の多毛類相については西9）のデータを参

考に，採集地から養育地への移動の可能性を検討した。

今回，報告した多毛類の標本は千葉県立中央博物館分館

海の博物館に登録・保管されている。

図１ アマモ花枝採集地の走水海岸と海草藻場造成
試験水槽の設置された神奈川県水産総合研究
所（城ヶ島内）および周辺の地図。

Fig.1.Hashirimizu coast (Yokosuka City)and Kanagawa
Prefectural Fisheries Research Institute in
Jyogashima, in Miura Peninsula.
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結 果

神奈川県水産総合研究所の水槽内から12科25種（５種

は同定が未確定または属までの同定）の多毛類が採集さ

れた（表１）。標本が未熟であったり，体後半部のみ，

体前部の一部など標本の状態によって同定できない場合

もあった。もっとも多いのは葉上に多いツルヒゲゴカイ

であり，200個体以上が観察された。大型種のタマシキ

ゴカイやミズヒキゴカイも多く観察された。棲管をつく

るフサゴカイ科の１種も多く，棲管表面に多くのアマモ

の種子を付着させているのが観察された。

個体数が少ない種の中では，ギボシイソメ科のコアシ

ギボシイソメやサシバゴカイ科の種が観察され，また，

スピオ科のPolydora cornutaも採集された。イトゴカイ

科のイトゴカイも水槽内の泥中に多く出現した。カンザ

シゴカイ科のエゾカサネカンザシとウズマキゴカイは水

槽の壁や貝類の殻に付着しており，これらはアマモの葉

上などに付着していた個体や幼生が水槽の壁など固い基

盤に固着したと考えられる。

表１．神奈川県水産総合研究所の海草藻場造成試験水槽内で採集された多毛類と走水海岸の多毛類相との比較．

（＊標準和名のない種や同定できなかった種は括弧内に納めた。？の６種は体後部または標本が不完全で

あるため同定精度が低い種）

Table 1. Polychaete species and abundance in the aquarium that flourished seeds and seedlings of
Zostera, comparing to Hashirimizu coast Zostera bed fauna.

考 察

表１にあるように，水槽内に出現した25種の中で,ア

マモ採集地の走水海岸で見られなかったのは，ミドリシ

リス，フクロシリス，シライトゴカイの３種である。前

２種は海草や海藻の葉上に見られ，走水海岸でも調査を

続ければ採集される可能性が高いと思われる。シライト

ゴカイも固い基盤であれば，水槽内や湾内など多様な場

所に見られる種であり，今後採集されることが確実な種

である。従って，今回水槽内で観察された種は走水海岸

のアマモ場に由来するものの可能性が高いと思われる。

他方，城ヶ島近海に生息する多毛類の幼生が水槽に注水

する海水に混入している可能性もある。このことは，水

槽内において，走水海岸のアマモ場では見られない多く

のウミウシ類やフジツボ類が観察されたことからも類推

できる。アマモ場由来の種と注水海水由来の種を厳密に

区別することは難しく，今後の検討課題であろう。

これらの水槽内で観察された種の中でも，葉上に多い

ツルヒゲゴカイやウズマキゴカイ，泥中に多いアシナガ

ゴカイやイトゴカイ，ミズヒキゴカイなどがアマモ場造

成に伴って移動する可能性が高いと考えられる。特に後

者３種は汚染指標種とされることもあり，汚染海域にも

生息可能で，多様な生息環境で生き延びる可能性がある

と思われる。

海草水槽内における多毛類
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藻場造成に伴って移動する種は，移植の方法により大

幅に異なると予想される。移植方法の検討とともに，今

回のような移動の可能性がある種を選定し，アマモ以外

の生物を移動させないような手法の開発が待ち望まれ

る。
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